
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネイパル深川幼児教室 ネイパル深川 

子どもの運動能力の向上・感性をはぐくむ 

１ 事業のねらい 

  身体を使った様々な遊びを通し

て、体を動かすことの楽しさを知

ることで子どもの感性をはぐく

み、運動能力の向上につなげる機

会とする。 

２ 事業の概要 

 ■期日 R７.２月 11 日(火・祝)、２月 22 日（土） 日帰り 
■対象 幼児（年少～年長） 
■人数 １回目 45 名 ２回目  34 名  計 79 名 
■場所 北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル深川 
■協力 旭川市立大学短期大学部幼児教育学科助教 

新 川 聡 子 氏 
    拓殖大学北海道短期大学部保育学科 
                学生ボランティア４名 

３ プログラム 

         9：30  9：45                          10：45 

2/11 
（火） 

受付開始 
9：30 

受
付 

はしる・とぶ 運動遊び編 解散 10：45 

                                      10：45 

2/22 
（土） 

受付開始 
9：30 

受
付 

リトミック編 解散 10：45 

 

４ ねらいを達成するための活動の工夫 

 ■幼児運動能力検査（MKS）を通して自宅でもできるプログラム 
  ・ボール投げやマットにジャンプ遊びなど、自宅でもできる 

プログラムにすることで、運動習慣の定着化を図り、 
記録を数値化することで運動能力の向上につながるよう工夫し
た。 

 ■子どもの感性を育むプログラム 
  ・体験の幅を広げるために、２回目は講師を招き、 
   音楽に合わせて体を動かし、自分らしく表現する力（感性） 

を育む機会とした。 はしる・とぶ・運動編 

リトミック編 

６ ねらいを踏まえた成果と課題 

●運動編については家庭内でも取り組みやすい内容で、継続したいと
答えた保護者が多く、満足度も高かった。 

  家庭内でも実践したいとの声もあり、運動能力の向上につながった。
リトミック編も満足度が高く、音楽に合わせて表現ができていて、
感性を育む機会になった。 

 〇リトミック編については講師へ内容をお任せしていたが、ほかの参
加者に対し、「人見知りをした」や「緊張した」との声が数件見受け
られた。親子でできるものなど、内容の工夫が必要だった。 

 

身体を使った遊びを
通し、運動の楽しさ
や、感性を育み、運動
能力向上の機会とす
る。 

企画のポイント 

５ 事業の評価 

 
 
 
 
 
 
 

 
■参加者アンケートから、 
「笑顔で走り回り楽しんでいた。」「最初は緊張していたが、ピア
ノの音で楽しい表情になっていた。」など、満足度が高かった。 


